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宗教的経験と精神病
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はじめに

この小論は、2021年日本トランスパーソナル
心理学・医学会学術総会で発表したものであ
る。著者の体験を時間軸に沿って述べたもの
で、このような形の方が、理解しやすい面もあ
ると考え、学術論文の体裁をとっていない。事
例の提示など、発表時の内容に若干の補足と修
正を行っている。

１．宗教的世界に触れるまで

私は精神科医として仕事をしてきて、中年に
なるまでは、自分が宗教に関心を持つというこ
とは全く考えていなかった。合理的で科学的な
精神で生きており、思考しているという風にと
らえていた。宗教の世界にも関心はあったが文
学や思想を理解するための素材ということで
あって、自分が宗教的世界の中に触れるという
ことを全く想定していなかった。

1988年に、職場の京都博愛会病院の仲間と加
藤清先生、神戸の隈寛二先生と共にインドに旅
行した 1。両先生はカトリックの信者であった。
その旅行のインドで非常に不思議な体験をし
た。インドの風土というものから、大きな刺激
を受けた。カルカッタに到着したときから、イ

ンドの光景が、私を激しく揺さぶった。自分の
想定している思考の枠組みが全部壊れてしまう
というような体験だった。人間と動物の差異、
生きてることと死んでることの違い、清潔と不
潔、病気と健康、そういう区別が全部、壊れて
しまうような体験だった。インドの平原をバス
で走っていて、何もない大地を見ているとき
に、人間が生きていることは、ホントに単なる
偶然、そして、人間が生きて死ぬことも単なる
偶然であるということを感じた。この体験は一
つの spiritual transformation （Paloutzian 2005）で
あったと言えよう。
そして、私が仏教に関してイメージしてきた
ものが、全部、インドのこの風土から生まれて
きたものだという直観を得た。仏教で言われて
いる輪廻や空というとらえ方が自然に自分のな
かに入ってきた。これまで私が仏典に触れ、仏
像など見て意味がわからないなという風に思っ
てきたことが、実は、こういうところにきちん
と繋がるということに納得ができた。
つまり、インド的なもの、日本の文化のなか
にあるインド的なものが、自分のなかで明確な
図を結んだ。そして、それが同時に宗教性とい
うこと繋がっているということを自分なりに発
見できた。それが、1つの考えとして成立した
というだけでなく、皮膚感覚の変化のような身
体的なものとして、自分の中にまとまりを持っ
た。
これは、振り返って考えると、私自身が中年
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の危機状態にあったこと、つまり人生はこうい
うものだろうと納得をして、人生の課題がもう
解決していると考えていたのが、実はそうでは
ないことが露わになったということだった。
そのときの私の体験は一種の変性意識であ
り、リアリティの基盤そのものが壊れてしまう
という体験であった。私の過去の体験を振り返
ると、精神科の病棟のなかで所在なく過ごして
いるときの感覚に重なっている。特に統合失調
症の患者がただ黙っている時、その傍にいてこ
ちらが感覚するものと非常に似ている。それは
中井久夫が、精神病レベルの逆転移として語っ
ている体験である。中井が指摘している精神病
レベルの逆転移の性質を順にあげると、次の様
になる2。

１．  プリミティヴな防衛機制が治療者の中
に起こる。  

２．��精神病的対人関係の包括的「感染」が
起こる。

３．  意識水準にいわゆる「超覚醒」への変
化が生じる。

４．  辺縁的な意味、予感、徴候に敏感にな
る。共時性体験が生じる。

５．  どのコミュニケーションの水準でも進
退きわまるという自覚が生じる。また
水準の突然の変化に対応できず、一種
の「ホワイトアウト」（“頭の中がまっ
白”になる）現象が生じる。

６．  身体的違和感あるいはねじれが生じる。
７．  家庭その他周囲との関係の中に歪曲が

生じる。

この時の体験から、宗教体験と統合失調症患
者への逆転移体験とに共通性があるのではない
かと考えるようになった（塚崎 1996）。それは
統合失調症患者の内的体験と関連していると考
えられる。その逆転移は、中井が指摘している

ように、主観的には非常に意識が清明になる感
覚である。そして、シンクロニシティ、共時的
現象を自覚しやすい。時間感覚が変化する。ま
た、主観と客観の区別が崩れてしまう。自分の
行為なのか、相対する人間の行為なのかがわか
らなくなる。主体性の感覚が変化してしまう。
原始的防衛機制が働くのであろう。宗教体験
と、精神病レベルの逆転移現象の関連性に気付
いた時、この背景は検討に値する課題だと考え
た。つまり、スピリチャルな世界が自分の治療
活動と関係している、自分の生き方とも繋がっ
ているものだということに思い当たったのであ
る。

２．修行を求めて

インドから帰国して、その時の体験を何とか
考察していこうとした。その時の体験を何らか
の意味で再現すること、そして継続することに
よって観察を深めることが必要だと考えた。そ
れには修行が必要だと感じられた。瞑想しない
といけない。そこにヒントがおそらくあるだろ
うと考えた。それから各種の宗教の修行を試験
的に実践した。最初、試みたのはろうそく瞑想
である。ろうそくを凝視する瞑想である。後
に、それは網膜に影響が生ずるとして、やめる
ように言われたが、とりあえず、その方法を継
続して、瞑想が深まっていった。そのうちに身
体が震えてくる現象が起こり、瞑想が続けられ
なくなった。そして、夢の中にろうそく瞑想の
影響が出て来て、金の仏様が現れるというよう
な体験が続いたため、自己流の方法に限界を感
ずるようになった。そこで体系的な修行に参加
することを考えるようになった。その時選択し
たのが、坐禅と山岳宗教・修験道だった。その
選択の理由は、修行が最終的な目的地まで一
応体系化されているということと、もうひとつ
は、在家の人間でもやれる修行の方法として、
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伝統を持っているのはその二つしかなかったか
らである。日本の伝統的文化の中にはそれらし
か見つけられなかった。
最初は山岳宗教に興味を持った（塚崎 

2013）。嵐の晩に京都の比叡山へ暴風雨の中を
懐中電灯で山に登った。1人で登っていくとそ
の木の陰などが暴風雨のなかで不気味に動くこ
とに、強い恐怖を感じた。その時の登山には、
千日回峰行を部分的にでも体験しようという意
図があった。千日回峰行というのは比叡山の山
中を巡る行で、その行は天気の如何に関わらず
実行されねばならないものである。登山予定日
がたまたま嵐となったが、千日回峰行の行者は
実行しているのだから、自分もやってみよう決
意した。考えてみれば、遭難の可能性もあるの
で、極めて危険だった。危険のさなかに、行動
するのだから、恐怖心が起こり、頭の中に雑念
が次々と浮かぶ。その時の自分の思考を観察し
ていて、自分がものを考えているのではないと
いうことが、明確になった。思考が勝手に浮か
んできているだけで、自分が主体として思考し
ているということは成り立っていなかった。思
考する自分というものはなかった、逆に主体と
しての自分を維持するために考えが自動的に浮
かんで来ていた。そこに、自分の主体がないこ
とがわかった。自分が考えているのではなく、
脳が勝手に思考を発生させている。思考が動く
ことによって、自分というものが存在するとい
う感覚が生み出されている。
その嵐の中でずっと登っていくと、目の前
に、金色のお地蔵さんが現れた。こんなもの
が見えるはずがないと、合理的に考えてお地
蔵さんがいるはずがないのだけれど目には見え
る。そして、どんどん近づいて行くとそれはお
地蔵さんではなく、木の根だった。しかし、木
の根であると確認するまでは、はっきりとお地
蔵さんが金色に光って私の行く先を向いて立っ
ていた。後姿が見えた。そのときに普通であれ

ば、木の根がお地蔵さんに見えたと考えるだろ
うが、そのとき私の中に生じた考えは、お地蔵
さんが木の根になったということである。その
ような形でしか考えられない。また、そのと
らえ方が、リアルであると感じられた。木の根
の本体はお地蔵さんである、という発想が浮か
んだ。その時、宗教というものはこういう体験
のことを言っているのだと感じた。色々な伝説
などで、何かの折にお地蔵さんが出たとか、観
音様が出たとか書いてあるが、それらは全部単
なる語り伝えではなく、本当に体験されたこと
だったのだと感じた。そして宗教というものは
そういう体験によって成り立っているものだと
理解できた。つまり、我々が合理的と考えてい
るのとは、別のリアリティが存在するというこ
とである。
次に、奥駈という吉野の山を縦走する修験道
の修行に参加した。初めて奥駈に参加した時の
ことである。行程が一段落して、山から降りて
きて、前鬼という所の宿坊に入った時に、銀色
の多宝塔が部屋の中の空間に浮かんで見えた。
これは目をつぶっても見えた。自分ではそうい
うものは見えるはずがないと判断しているのだ
が、実際に見えた。そして、その多宝塔が、通
常に見ているよりもはるかにリアルなものに見
えた。私たちは物体を見ている時に、物体に光
が当たって、その物体を見ることができる。し
かし、その多宝塔は自分から光っていた。物体
がその内部から光るということは考えられない
が、そのように見えた。現実に見ているものよ
りもはるかにリアルなのである。
そのような華々しい幻覚が見えるというよう
な体験は、修行を続けていくと次第に出現しな
くなり、やがてほとんど起こらなくなってし
まった。これらは禅の世界で言う魔境と関連し
ているだろう。通常の意識と宗教的修行によっ
て誘導された意識との境界領域で、起こる現象
である。宗教関連の書に書いてある色々な神秘
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的現象は、空想のものではなく、実際に体験さ
れたものであろう。荒唐無稽と考えられるよう
な伝説なども、空想ではなく実際に体験された
ものであろう。これらの体験が宗教を考えると
きに大きな手がかりになる事実であることを確
認できた。
私の経験した修験道は天台宗系の修行の1つ
の流派だった。私は比叡山の千日回峰行の一
日分を体験する一日回峰行・三塔巡拝という一
般の人が参加できるものに30回ほど参加した3。
奥駈には5回参加して、歴史的伝統のある修行
の安定感を知った。何百人何千人の人が修行を
受け継いで、歴史の中に残っていることは大き
な意味があると感じた。三塔巡拝と奥駈に共通
しているものである。何百年単位で多くの修行
者が歩いた道と同じ道を歩くというのは大きな
体験である。歩いていく足の裏から、過去に修
行した人の歴史が入ってくる。これは本を読ん
で、想像するものとは、全く違うものである。
体験的智と呼ぶことができよう。身体を使った
修行の特性の1つはそこにある。

３．禅の修行

その後、私は修行の主たる方法として、禅を
選ぶようになった。禅の修行は在家の人間で
も参加可能である。所謂臨済宗の居士禅であ
る。臨済禅には公案体系があり、これを順番に
やっていく（秋月1987、大森1986）。体系化さ
れた公案が終わると、修行としては一区切りに
なる。あくまでも一区切りで、修行そのもの
は、生涯のものである。最初の公案は初関と呼
ばれていて、趙州無字、白隠の隻手音声などい
くつかの公案がある。指導者である老師のやり
かたで、どの公案を選ぶか決まっている。私は
最初、1つか2つ公案が通れば、大体禅の修行の
様子もわかるので、他の宗教の修行方法も経験
する方向に転じたいと考えていた。しかし、実

際、公案修行をやろうと思っても、公案をなか
なかもらえなかった。最初、坐禅会を紹介さ
れたときに、禅寺に1年通ったら、公案をもら
えるのではないかと言われていた。そのよう
に予想していた。そして、1年毎週坐禅に通っ
て、公案をもらえないかと直日という指導担当
者に尋ねてみた。その当時、一緒に坐禅堂に
座っている居士たちは、みんな公案を貰ってい
た。参禅という禅問答をやっていた。私は、1

年間、我慢していて「公案もらえませんか」と
聞いたら、「もう1年来ないとダメです」と言わ
れた。それからもう1年間、仕事の帰りに、毎
週行って座っていた。その間には、接心と言っ
て、月に一回、泊まりがけの集中坐禅もある。
毎年12月には睡眠時間3時間の臘八接心もある。
そして更に1年経ったので、2年目に「1年経っ
たらもらえると言われたので、もうもらえま
すか」と聞いた。すると、「もう1年来てくだ
さい」と言う。それで、更にもう1年座ってい
た。そして、約束通り2年過ぎたから、今度こ
そ公案もらえるだろうと思って、「公案もらえ
ますか」と聞いたら、「そんなこと約束した覚
えはない」と言われた。「様子を見ていて、あ
んたみたいな見込みがない人は来てもダメだ」
と言われた。嘘をつかれていると思って、腹が
たってしまった。そのときに直日と言う指導す
る人から、「公案がほしいと言うけど、あなた
は一体何を求めて来ているのか」と聞かれた。
そのときに、私はとっさに、「私が求めている
のはこれです」と言って合掌した。すると、そ
の直日の人が、「あんたそんなことしたら、参
禅が終わっているじゃないか」と言った、そし
て「来てもしょうがないよ」と言われた。どう
してそういうことを言われたかというと、合掌
をするというのは、参禅の禅問答が終わったと
きに、老師に合掌をすることになっているから
だ。そのことは、後から知ったわけで、その時
は知らなかった。ただ、反射的に合掌した。受
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けとる側は、合掌するのだったら、禅問答以前
だと言ったわけだ。ところが、私には「公案修
行はやる必要がない、すでに終わっている」と
いう宣言に聞こえた。それで、ここまで来たか
らもうそれで充分だろうと考えた。これを区切
りに禅の修行をやめようと決めた。他の修行に
取り組んで見ようと考えた。それで、禅寺に置
いてあった着替えとかを全部持って帰った。坐
禅を一つの修行として選んだだけなので、これ
で方向を変えようと考えた。しかし、いつも坐
禅に行っている曜日が近づいてきたら、今度は
坐禅に行きたくてしょうがない。公案を求めて
いるのではない。身体が坐禅するものになって
いる。修行を求めるようになっている。私は公
案修行を目的にするのではなく、ともかく座り
に行こうと考えた。それでまた、坐禅を再開し
た。それから半年くらいして、何の予告もなく
今日から公案ですという話になって、公案をも
らうことになった。あとから振り返ると、それ
が全部修行のプロセスだった。
禅というのは、まず修行に来るなという。お
前みたいなやつは来るなと拒絶する。入口で拒
絶する。拒絶されても、それでも求めるものが
あるということ。つまり、自分の中に求める
ものがあることを本当に確認するために拒絶
する。そのことを私は説明されていなかったか
ら、わからなかった。しかし、道を求めると
いうことはこういうことだと、そのとき思っ
た。そして、公案修行が始まった。しかし、最
初にもらった趙州無字という有名な公案が通る
前に老師が亡くなってしまった。後から振り返
ると、老師は自分の死を自覚していて、中途半
端に公案を与えても指導できないから、やめて
おこうと考えていたのではないかと思う。そし
て、最後に、それでも入口だけ見せておこうと
考えたのだろう。
ところで、その初関が通る前にある種の劇的
な体験があって、そのとき老師に自分は大きな

歓喜の体験をしたという話をした。それに対し
て、老師は一言も喋らなかった。そして、「こ
れからが本当の修行だ」と最後にひと言っただ
けだった。それで本格的修行が始まるかと思っ
たら、老師が亡くなってしまった。老師は死期
を何年も前から予想していたのだと思える。
その後半年ぐらいして別な老師につくように
なって、その老師は、坐禅会に参加すると、す
ぐに公案をくれた。しかし、公案がもらえな
かった3年間くらいが大きな修行だった。見通
しなど付かないままに、やっていく。そして、
自分の頭で考えているのではなくて、何かに
よって導かれていくことが修行の1番大事なこ
とだということを教えられた。よくも3年間も
人間扱いせず、拒否し続けてくれたものだと思
う。その後、その時の直日が西欧人であったた
め、必要以上に杓子定規な対応をしていたのだ
とも聞いた。
それから30年近く経って、今になって思う
のは、公案をもらえなかった3年間は、老師が
「死」を公案として座っていたということだ。
その影響が、一緒に座っていた私にもあったと
いうことだ。そのことが、私の修行に形を与え
ている。そのことが今の私には明確にわかる。
私の修行の形は、私と老師の出会い、関係した
人々との関わりによって形作られている。修行
の形は、人それぞれの出会いによって作られる
もので、同じものはどこにもないだろう。

４．宗教体験の表現法

坐禅の修行の途中で、かなり劇的な体験が
あったと述べたが、そのことについて触れて見
たい。それまで私は、山田無文老師が作られた
「大いなるものに抱かれあることを今朝吹く風
の涼しさに知る」という歌が非常に優れたもの
だと思っていた。そのような体験ができたら素
晴らしいなという風に思っていた。ところが劇
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的な体験をしたときに、この歌は不徹底だと感
じた。というのは「大いなるものに抱かれある
こと」ということはすでに自分と世界を別なも
のにしている。世界と自分が一体化して区別が
ない状態になれば、「今朝吹く風の涼しさに知
る」と言うことはない。自分が風そのものだか
ら、風が風の涼しさを知るはずはない。それが
わかった。そのときに、宗教的境地というもの
は詩的な表現でしか表せないものだと知った。
さらなる深いものは禅語録のような形でしか表
せないだろう。禅語録を見ると、ある意味で言
えば身の毛がよだつような感じのものがある。
オットーの言うヌミノーゼ体験である。通常で
は伺い知れない世界がある。
そして、次の老師についたときに、隻手の音
声、白隠禅師の片手の声を聞けという公案に取
り組んだ（Groening 1984）。最初私は、禅の修
行を始めるとき、ともかく初関を通ればいい、
禅の入り口がわかればそれで良いと思ってい
た。公案をもらって、半年ほどで隻手の公案が
通った。それから無字に入って、更に雑則とい
うのに入る。その時、禅の「いろは」もわかっ
たからもうここらで終了しようと思った。老師
に相談に行ったところ、「まぁ折角だからもう
ちょっと続けたらどうか」と言われた。それで
続けることにしたが、修行をやればやるほど、
止められなくなっていく。これは修行体系とい
うものの恐ろしさだ。退屈して意欲がなくなる
ように作ってある。そこでさらにやろうという
決心をしてそれで深まっていくという風に体系
が作られている。それは経験して初めてわか
る。更に、公案が進むと、修行そのものが無駄
であるというメッセージが込められていく。や
ればやるほど、修行は無駄なことであることを
確認するようになっている。自分の体験に対す
る執着を取って行くのである。これは面白い方
法である。メビウスの帯のように、修行が進む
と出発点に戻ってしまう。境地が高まるのでは

なく、元の木阿弥に戻る。

５．魔境と精神病的体験

禅の修行をしていく途中で、魔境という現象
が大事だと感じるようになった（加藤1965、扇
谷1980、佐々木1993、辻村2007、鈴木2012）。
魔境というのはすでに見たように禅の言葉だ。
気功の世界では偏差という言葉を使っている。
修行が進むと必ず一種の変性意識のようなもの
が起こってくる。魔境的な体験というのは、ユ
ングの言う集合的無意識の表れと言って良い。
そういう色々なイメージが出てくる。そういう
現象が起こるとことは、修行が一定のレベルに
進んでいるということである。しかし、そうい
う現象に目が向いてしまって、自分が何か特別
な状態になったという錯覚に陥る可能性も出て
来る。それを乗り越えていくことが重要であ
る。ところが、自分1人修行していると、その
困難を乗り越えることが極めて難しい。指導者
がいないと、魔境を正しく見わけることができ
ない。
密教は、魔境とも言える現象を合理的な方法
で操作する技法を多様に持っている。しかし、
私の経験から言うと、よほど天才的な資質を
持った人でないとその操作は極めて困難だと思
える。
さて、精神病的な体験と魔境との関連が問題
である（C.,Grof 1992, S.,Grof 1989）。修行が進
んで行って、ユングの言うセルフ的なものが姿
を現すと、必ずそれを妨害するものとして、集
合的無意識のイメージが現れて来る。それが、
魔境的なものと考えられる。これは修行が進ん
でいるということでもあるが、頓挫する可能性
も含んでいる。そして魔境には、精神的病的な
体験と共通した部分がある。逆に言うと、精神
病体験のなかには魔境的なものが含まれてい
る。統合失調症の患者が、幻覚妄想に責めさい
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なまれると、その人のなかに必ず全体を統合し
ようとする、ある種の自然治癒力が働いて、そ
のときにセルフの力の片鱗が現れてくる。それ
は宗教的な体験と共通したところがあり、時に
はある種の悟りに近いようなものを本人にもた
らすと考えられる。つまり疑似的悟りである。
しかしそれだけでは、精神疾患を克服すること
はできないだろう。一方で、精神病的体験に耐
える力を支える面もある。それが、最初に触れ
たような、統合失調症の患者のそばにいるとき
に伝わってくる、ある種の宗教体験に近いよう
な感覚と関連しているのであろう。それは統合
失調症の引き出す自然治癒力の１つの形ではな
いか。その自然治癒力の形というのはセルフが
現れてくる形になる。
修行というのは、この様な性質を刺激して、

人工的に危機状態を作って、セルフの働きが現
れるような道を作ろうとする技術であろう。つ
まり、やがてやって来る精神的危機に備えるた
めに、予防的に精神の混乱を起こして、統合力
を刺激する技法と言える。これは人類の精神活
動の長い歴史のなかであみだされた方法であろ
う。そして、精神病というのは、人工的な修行
とは違うが、結果的に似たようなものを生み出
すような面がある。その関係が、私がインドで
感じた非常に不思議な体験、変性意識、精神疾
患と修行との関連性のある部分だったのではな
いか。
それらの関係性は仏教の歴史のなかでは、

『天台小止観』をはじめとして、多数の文献が
作られている（天台1974、夢窓2000）。しかし、
それらは極めて熱心に修行が行われていた時代
には有効性を発揮しても、宗教的世界の影響力
の低下した現代では、実践的応用力を欠いた文
献として残されているだけであろう。ところで
禅の世界では、魔境を意味ある物として扱わな
い。それらの体験については、一種の雑音とし
てしか評価しない。意味があると考えない。こ

れは無視するという形の対応をしているので
あって、無意味なものと考えているわけではな
い。
ここで、事例を提示したい。

事例1　受診時30代。男性。
国立大学理工系学部卒業後、研究職とし
て大企業に就職、結婚。10年ほど勤務した
段階で、仕事内容に疑問を感じ退職。以前
より関心の高かったスピリチャルな世界を
見極めたいと、アジアのA国に渡航。都市
を離れたアシュラムに滞在し、瞑想を実践
した。開始後１ヶ月ほどした段階で、同じ
く修行していた先輩格のヨーロッパ人か
ら、不断に命令をされているように感ずる
ようになり、その声が聞こえだし、やがて
すべてが監視されているように感じられ
た。混乱状態で、瞑想を続けられなくな
り、施設側から帰国を促された。日本に
帰ってからも、問題の人物からの指示の声
は消えず、家族がうながして精神科病院を
受診した。診察の結果、統合失調症の疑い
で、即入院となった。抗精神病薬の薬物療
法が開始されたが、症状は改善せず、過鎮
静の状態が続いた。家族は治療の妥当性を
疑い、外泊中の患者を連れて、筆者の勤務
病院を受診した。幻覚体験が見られたが、
疎通性が保たれ、幻覚に対しても、距離を
取って観察が可能となっているので、修行
中の異常体験反応と考え、退院し外来通院
に切り替えるように促した。
退院後は、急速に薬物を減量させたが、
幻覚体験後の精神的憔悴は続いた。その
後、勉学の再開を希望し、別の国立大学へ
編入学。成績優秀のため、大学院博士課程
まで進んだが、年齢的限界を感じ、研究者
となることは断念した。その後は、本人の
関心に合わせた自営業的な作業を続けてい
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る。スピリチャルな世界への関心は継続し
てみられている。

事例2　受診時20代。女性。
私立大学大学院在学中、海外文化研究の
ため、アジアのB国に滞在中、宗教研究の
一環として、修行施設に入所した。瞑想を
中心とした修行を開始して数週後、瞑想
を指導しているヨーロッパ人から、本人
が不在時にも修行上の注意をされている声
が聞こえるようになった。次第にその声
が大きくなり、注意の内容も詳細になって
きたことから、不安を来たし、混乱状態と
なった。施設側から修行の中止と帰国をう
ながされ、帰国したが症状は改善しなかっ
た。本人は、修行上に起こったことである
ため、宗教的な助言が必要だと主張し、各
地の宗教者を訪問し、助言を求めたが効果
は乏しかった。夜間興奮し、突然に外出
し、山間のお寺を訪問するなどの行為が重
なり、家族が筆者の医療機関に相談に訪れ
た。無理な説得をひかえるように勧めた
が、数日後本人が自発的に受診した。修行
体験などを数回にわたり聴取したところ、
打ち解けて、服薬を希望した。少量の抗精
神病薬を処方し、幻聴が減少していった。
その後、症状が再燃することはあったが、
薬物療法により、就労しながら、症状のコ
ントロールは行えている。

（コメント）

二例とも、アジアでの修行中、先輩格の西欧
人から、指導されるという幻覚妄想体験のた
め、修行を中止し、帰国している。これはアジ
アと西欧の境界領域の存在が、修行者を混乱さ
せてしまうという意味をもっている。魔境が境
界領域の現象であることと繋がっていよう。帰
国後も混乱が続いたが、修行体験を尊重する関

わりによって、治療関係が形成され、症状の改
善につながった。しかし、治療は修行の促進で
はなく、現実適応を課題とするため、修行のプ
ロセスは挫折してしまう。結果として、幻聴は
消失せず、服薬の完全な終了には至っていな
い。服薬として risperidone 1～ 2mgを継続して
いる。社会生活の維持は可能で、治療関係も良
好である。10年以上経過しているが、情況は変
わらない。2人とも統合失調症圏と考えられる。
筆者が修行体験を経験していなければ、幻聴な
どの症状の消失にこだわって、薬物の過量投与
に頼り、治療関係も破綻したと思われる。しか
し、修行の体験がなければ、治療が失敗したと
考えるもの行き過ぎだろう。経験豊かな臨床家
であれば、自然に選択している対応であろう。

６．宗教体験と現実世界

公案の修行をしていると、いろんな現象が起
こるが、公案の答えというのは、悟りの世界
に近いところから出て来る（塚崎2007、2011）。
修行の結果、セルフの世界に近いもの、そうい
う世界が自分のなかに1つの境地として形成さ
れる。そして、公案の質問の内容とそのときの
自分の境涯あるいは心境が一致すると自然と答
えが出る。論理的思考でいくら考えても正しい
答えは出ない。座っていって、ある種の流れに
沿っていると答えが自然に出てくる。自我の働
きを止めているのである。正しい答えのときに
は老師の点検を受けないでも自分でわかる。そ
れは頭で考えるのではない。場合によると、そ
の答えが老師から否定されても、自分の見解の
方が正しいと思えることがある。実にその通り
であることもあるが、それが魔境の1つである
こともある。その判定を自分で行うことはでき
ない。
公案修行の最初の段階では色々な魔境的なも
のが出現する。それは更に進むと、次第に減っ
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ていってしまう。そして、公案の答えというの
は、日常生活の場面で、仕事しているとき等に
答えが浮かんでくる。基本的に坐禅中に答えが
浮かぶということはない。つまり、坐禅の瞑想
の世界と現実の世界が触れたときにそこに洞察
として公案の答えが出て来る。座ってばかりい
ても答えは出ないが、生活場面だけに終始して
いても答えは出ない。
さらに、夢の世界との関係に触れたい。夢の
世界は我々覚醒して体験している世界より深い
という面があると思われる。しかし、夢の世界
で公案の答えが出るということはない。何年、
公案の修行をやっていても、夢で公案の答えが
わかったということはない。つまり夢の世界は
覚醒時の意識の世界より深いかもしれないが、
さらに深いものがある。公案の答えはそこから
出る。無意識の世界よりさらに深いものがある
とすれば、それはどこかというと現実世界であ
る。これは不思議に考えられるかもしれない。
我々が通常に意識していることよりも深いもの
が心の底にあると思えるけれども、その心の底
よりさらに深いのが、目の前に今見ているこの
世界である。さらに、公案の答えが現実の世界
で起こることがある。これはシンクロニシティ
とも言える。公案の答えが目の前で現実の出来
事で現れる。その現象を見て、これが答えだと
わかる。そのような現象が起こることは夢の世
界では絶対ない。その事実は魔境というもの
が、悟りの世界とほど遠いということと繋がっ
ている。夢は、結局、昼間の生活で動いた心の
影に過ぎない。だから、禅が魔境を相手にしな
いというのは、それが夢と同じように影にすぎ
ないからだ。修行は現実世界でしかできない。
夢の中で修行することはできない。宗教性を深
めることは、生きているこの世界でしかできな
い。
宗教的な修行に入って、色々な体験をしてい
くと、経典に書いてある事実が、全部、実際に

体験された境地の反映であるということがわか
る。自分の境地や境涯が深まると、経典に書い
てあることが現実のこととしてわかる。『華厳
経』などを読んでも、何も修行をしていないと
き読むと何を書いてあるか全然わからない。呪
文のように無意味な言葉だと感ずる。スッタニ
パータのなかにある「サイの角のように進め」
という言葉は読んだだけでは、何のことかわか
らない。何故サイの角なのか。しかし、自分が
座っていくとある時にわかる。ある時に、これ
がサイの角だなとわかる。そうとしか表現でき
ないものがある。それから、よく「桶の底が抜
ける」という表現がされるが、実際に体験しな
いと何のことかわからない。体験してみると、
「これがそれだ、桶の底が抜けるというのは、
これだな」と納得する。それ以外に表現のしよ
うがない。一種の体感である。そして、「桶の
底が抜ける」というのも単に1つの段階にすぎ
ないことがわかる。
そのような体験をしていくと、経典というも
のが大事であること、指導者が必要であるとい
うことが次第に確認できてくる。そして宗教者
の組織、宗教組織というものが大きな意味を
持っていることがわかって来る。これは人間を
縛るものであると同時に助けるものであるとい
う非常に矛盾したものだ。宗教組織は個性の発
展を抑制するものに見える。だが、それは同時
に保障するものでもある。宗教組織の実行して
いることが全部正しいということは絶対ありえ
ない。しかし、歴史を通じて維持されているも
のには、個人が考えることができないくらい深
いものがある。トランスパーソナル心理学に
は、組織的なものに対して疑問を抱く傾向があ
るだろう。自分の体験が大事だという発想だと
思う。それはその通りであるが、同時にそのこ
との落とし穴というものもあるだろう。トラン
スパーソナル心理学そのものが1つの魔境にな
るということも在り得る。この魔境的なものを
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どうやって克服して、学問とするのかというこ
とは難しい問題である。そして修行そのものが
学問になるのかという課題もある。しかし、そ
の課題にチャレンジしていくのがトランスパー
ソナル心理学・精神医学会の1つのテーマであ
ると考えたい。
修行体系というのはやはり歴史があって、何
千人何万人という人がそれを受け継いできてい
る。そのことのなかには、深い意味があり、個
人の知恵では及ばないものがある。そのことに
対して謙虚である方がいいだろうと考える。禅
の世界であれば、問答という形式を非常に大事
にする。やりとり、質問と答え、そこのなか
に全てがあると捉える。それによってのみ伝え
られるものがあると考える。書籍の形では伝わ
らない。人と人とが出会うことによってしか伝
わらないものがあると考える。そして、詩のよ
うなものでしか表現できない世界があると考え
る。そういうことを禅は主張している。そこに
は深い意味がある。

７．修行を支えるものと慈悲

公案の修行にもう一度触れると、公案修行を
やり始めると、公案を早く通りたい、そして早
く修行を終えたいという風に考えがちになる。
なにしろ、段階が目に見えるからである。し
かし、これも1つの罠である。悟るのは早けれ
ば、早い方がいいという風に考えがちだが、一
瞬にして悟った人は弟子を育てられない。自分
が苦労した人しか、他人の苦労がわからない。
だから一発でわかった天才的な人は、良い弟子
ができない。白隠には、良い弟子を沢山育てて
いるが、それには、どれほど白隠が努力したか
という背景がある。弟子が育てられなければ、
法が伝わらないことになる。伝わらない世界に
なる、自分だけわかった世界である。人に伝え
ようと考えるならば、ある程度、鈍感である必

要がある。苦労しないと人に伝える表現がつか
めない。その苦労を一体何が支えるのか。それ
は、仏教でいえば慈悲の働きになる。四弘誓願
という菩薩の4つの願いがあるが、その最初の
言葉は、衆生無辺誓願度、多くの衆生を助け
たい。それがまず仏教の始まりにある。このよ
うに、人のためにという前提がなければ、修行
が本当のものにならない。自分ためにするので
あれば、修行は生きたものにならないし、伝え
ることもできない。自分1人で終わってしまう。
慈悲というのは、自分のなかの無明性への気づ
きである。目的地が出発点に回帰するのであ
る。宗教上の指導者は、この慈悲が人格化され
たものと捉えることができる。
それともう1つ触れておきたいのは、修行の
目的が目の前の現実の世界にもどってくること
にあるということだ。そして、衆生無辺誓願度
というのは、救うべき人々が無限に居るわけだ
から、それは永久に実現しない。完成しない目
標であることだ。現実にまみれ、かつ完成しな
い。さらに言えば報われることがない。それを
どのようにして、学問として組み込んでいくの
かというのが、我々の課題である。

注
1 この様な旅行はしばしば行われていた。その旅行
の雰囲気の一部は紹介したことがある。（塚崎 
2016）

2 1994年、兵庫臨床心理士会での講演内容から、そ
の際、この内容は文章化しないとの説明があった
が、その後文章化されている可能性がある。しか
し、検索できなかった。

3 三塔巡拝の指導は1990年から1994年にかけて、叡
南俊照大阿闍梨に受けた。宗教者には自ら記録を
残す人と記録を残さない人がいる。また、信者に
よって記録に残される人と残されない人がいる。
叡南俊照大阿闍梨は記録を残さず、残されもしな
い人である。ただ、その端正さを示す写真が残る
ばかりである（はやし 1986）。その宗教者の言葉、
あるいは教えを聞きたいと思わせる人と、その人
の傍に居たいと感じさせる宗教者には、違いがあ
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る。傍に居たくなるという性格が強い宗教者は記
録に残らないだろう。言語化しにくい現象だから
である。
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抄録
この小論では、精神病の症状と宗教的修行に伴って生
ずる幻覚体験などを比較している。その比較を筆者の
体験から、主体的立場で行っている。宗教的修行に
伴って生ずる幻覚体験は「魔境」と呼ばれている。そ
の現象は宗教的修行のある段階で生ずるもので、そこ
が到達点ではなく、通過していくものである。精神疾
患の症状は、「魔境」が固定しているというとらえ方も
可能である。精神疾患をそのまま宗教的修行ととらえ
ることはできないが、共通する性質を持っていること
を理解しておくことには意味がある。宗教的修行の場
合は、「魔境」を越えて行くための方法が準備されてい
る。その方法を理解することは、精神疾患の治療を考
える場合、参考になる点があるであろう。

Abstract
This essay compares the symptoms of psychosis with 
hallucinatory experiences associated with religious practice. 
Based on the author’s experience, I make this comparison 
from a subjective standpoint. The hallucinatory experiences 
that accompany religious practice are called “Makyo.” The 
phenomenon arises at a certain stage of religious practice, and 
it is not a destination, but a pass. The symptoms of mental 
illness can also be regarded as being fixed in a “Makyo.” 
Mental illness cannot be regarded as a religious practice, but 
it is meaningful to understand that it has a common trait. In 
the case of religious practice, methods are prepared to go 
beyond the “Makyo”. Understanding how to do this may be 
helpful when considering the treatment of mental illness.

Keyword
religious practice,  religious experiences, Makyo, 
treatment of mental illness


